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も
の
の
、
人
権
業
務
の
中
で
同
和

問
題
へ
の
取
り
組
は
、
行
政
の
責

務
で
あ
り
、
現
鬼
北
町
と
同
じ
状

況
に
至
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
相
当

の
時
間
が
必
要
で
あ
り
、
新
町
に

お
い
て
も
、行
政
が
主
体
と
な
り
、

同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
て
隣
保

館
を
中
心
に
人
権
啓
発
の
総
合
拠

点
と
し
て
位
置
付
け
、
全
町
的
な

人
権
啓
発
、
相
談
事
業
の
継
続
を

強
く
望
ん
で
い
る
次
第
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
時
点
に
お

い
て
幹
事
会
で
の
意
見
の
一
致
が

見
出
せ
ず
、
い
ま
だ
合
併
協
議
会

に
提
案
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
い
う
時
こ
そ
町
内

が
一
丸
と
な
っ
て
、
行
政
、
議

会
、
住
民
が
共
に
手
を
取
り
合
っ

て
、
問
題
解
決
へ
向
け
た
取
り
組

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の

思
い
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
も
議
会

に
対
し
て
ご
相
談
、
お
願
い
を
重

ね
て
き
た
も
の
で
、
や
は
り
、
一

枚
岩
と
し
て
の
議
会
の
貴
重
な
ご

助
言
と
大
き
な
後
ろ
盾
が
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　
前
岡
町
政
に
お
い
て
、
住
民
投

票
が
実
施
さ
れ
、
鬼
北
町
が
合
併

の
相
手
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

一 

般 

質 

問

松
野
町
議
会
定
例
会

 

平
成
21
年
第
２
回

　
第
２
回
松
野
町
議
会
定
例
会

が
、
６
月
19
日
に
招
集
さ
れ
、
19

日
と
30
日
に
提
出
議
案
等
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

報
　
　
告

◎�

鬼
北
土
地
開
発
公
社
に
関
す
る

報
告
に
つ
い
て

◎�

株
式
会
社
松
野
町
農
林
公
社
に

関
す
る
報
告
に
つ
い
て

◎�

財
団
法
人
松
野
町
観
光
公
社
に

関
す
る
報
告
に
つ
い
て

◎�

平
成
20
年
度
松
野
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て

◎�

平
成
20
年
度
松
野
町
国
民
健
康

保
険
中
央
診
療
所
特
別
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い

て
◎�

平
成
20
年
度
松
野
町
簡
易
水
道

特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
に
つ
い
て

発
　
　
議

◎�

松
野
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

予
　
　
算

◎�

平
成
21
年
度
松
野
町
一
般
会
計

補
正
予
算
︵
第
２
号
︶

▼ 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
２
千
３

４
９
万
８
千
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
総
額
を
30
億
５
千
７
１

５
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
、

お
も
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・ 

鬼
北
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備

事
業
負
担
金
３
億
６
千
４
０

０
万
円

・ 

中
央
診
療
所
特
別
会
計
繰
出
金

１
千
４
７
３
万
５
千
円

・ 

自
動
車
購
入
費
７
７
０
万
５
千

円
◎�

平
成
21
年
度
松
野
町
国
民
健
康

保
険
中
央
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
︵
第
１
号
︶

▼ 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
２
８
４

万
９
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
３
億
84
万
９

千
円
と
す
る
。

◎�

平
成
21
年
度
松
野
町
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算︵
第
２
号
︶

▼ 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
７
万
７

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
９
千
５
４
７
万
７

千
円
と
す
る
。

諮
　
　
問

◎�

松
野
町
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

▼ 
山
﨑
修
氏
（
松
丸
）
を
推
薦
す

る
こ
と
に
同
意
す
る
。

決
　
　
議

◎�

合
併
協
議
の
速
や
か
な
終
結
へ

の
決
断
を
求
め
る
決
議　

　

請
　
　
願

◎�

鬼
北
町
・
松
野
町
合
併
実
現
に

つ
い
て
の
請
願
書　
　
　

採
択

意
　
　
見

◎�

国
会
議
員
の
定
数
及
び
衆
議
院

小
選
挙
区
制
度
の
見
直
し
を
求

め
る
意
見
書
　
　
　
　
　
　

　
　
布
　
　
久
光
　
議
員

◎
選
挙
公
約
に
つ
い
て

【
町
長
答
弁
】

　
鬼
北
町
と
の
合
併
協
議
に
お
い

て
は
、
新
町
基
本
計
画
を
含
む
全

60
項
目
の
協
議
項
目
の
う
ち
、
59

項
目
が
協
議
・
確
認
さ
れ
、「
各

種
事
務
事
業
（
人
権
業
務
）
の
取

扱
い
」
の
１
項
目
を
残
す
の
み
と

な
っ
て
お
り
、
人
権
業
務
に
つ
い

て
は
、
同
和
教
育
、
啓
発
の
継
続

や
隣
保
館
の
取
扱
い
、
そ
の
他
鬼

北
町
の
例
に
よ
る
な
ど
、
総
論
、

各
論
の
調
整
が
整
っ
て
、
は
じ
め

て
幹
事
会
で
準
備
が
で
き
る
も
の

で
す
。

　
本
町
と
し
て
は
、
鬼
北
町
の
人

権
業
務
に
つ
い
て
、
全
体
的
な
考

え
方
に
は
一
定
の
理
解
が
で
き
る
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住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
た
以
上

は
、
そ
の
結
果
で
あ
る
民
意
を
尊

重
し
、
鬼
北
町
と
の
合
併
を
進
め

る
以
外
に
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
合
併
協
議
に
つ
い
て
は
我
慢
す

る
も
の
、
守
る
も
の
、
松
野
の
良

さ
や
特
色
、
町
民
生
活
に
必
要
不

可
欠
な
も
の
な
ど
、
誠
心
誠
意
を

尽
く
し
な
が
ら
、
行
政
と
議
会
、

町
民
が
一
体
と
な
り
、
納
得
と
安

心
の
持
て
る
合
併
を
目
指
し
、
最

後
の
仕
上
げ
に
努
め
た
い
と
い
う

選
挙
公
約
、
所
信
で
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
合
併
協
議
は
、
最
終
局
面
を
迎

え
て
お
り
、
未
提
案
の
人
権
業
務

の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
国
・
県

の
方
針
や
行
動
計
画
に
基
づ
き
、

県
内
市
町
と
同
一
歩
調
を
取
り
な

が
ら
推
進
し
て
い
る
本
町
と
、
同

和
行
政
を
終
結
し
、
独
自
の
人
権

教
育
を
歩
ま
れ
て
い
る
鬼
北
町
と

の
溝
は
簡
単
に
は
埋
ま
ら
ず
、
お

互
い
に
あ
と
一
歩
が
譲
れ
な
い
ま

ま
、
最
後
の
突
破
口
を
模
索
し
て

い
る
状
況
で
す
。
４
年
前
か
ら
、

大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
の
が
分

か
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
棚

上
げ
、
先
送
り
に
さ
れ
て
き
た
ツ

ケ
が
今
日
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
す
。

　
人
権
問
題
と
合
併
問
題
に
つ
い

て
、「
人
権
よ
り
合
併
を
」「
小
異

の
人
権
よ
り
、
大
同
の
合
併
を
」

と
い
う
よ
う
な
言
動
が
、
せ
っ
か

く
人
権
問
題
に
つ
い
て
共
通
認
識

を
深
め
な
が
ら
、
町
内
で
の
足
元

を
固
め
、
よ
り
良
い
合
併
を
と
の

思
い
を
逆
撫
で
し
て
い
る
の
も
大

き
な
問
題
で
す
。

　
人
権
問
題
は
、
一
部
の
人
の
問

題
で
は
な
く
、
全
町
民
の
問
題
で

あ
り
、
お
互
い
が
人
権
を
大
切
に

し
、
思
い
や
り
を
持
っ
て
共
に
心

を
あ
わ
せ
て
こ
そ
、
合
併
に
向
け

て
町
内
が
ま
と
ま
り
、良
い
合
併
、

希
望
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
繋

が
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
を
一
部
の
人
の
問
題
と

捉
え
る
こ
と
自
体
、
差
別
意
識
の

根
源
で
あ
る
と
思
え
、
残
念
で
な

ら
ず
、
こ
う
い
っ
た
状
況
で
は
町

内
で
の
融
和
を
図
る
こ
と
は
叶
う

は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
差
別
意
識

を
な
く
し
、
何
事
も
相
手
の
立
場

に
立
ち
、
思
い
や
り
と
支
え
合
う

心
こ
そ
が
物
事
を
成
就
さ
せ
る
道

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
人
権
同
和
問
題
の
解
消
へ
向
け

た
取
り
組
は
大
切
で
あ
り
、
人
権

は
み
ん
な
で
守
る
、
そ
し
て
一
つ

に
な
っ
て
合
併
を
や
り
遂
げ
る
と

い
う
あ
た
た
か
い
姿
勢
や
考
え
方

が
生
ま
れ
て
こ
そ
、
合
併
も
実
現

す
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
合
併
は
相
手
が
あ
る
も

の
で
あ
り
、
一
方
的
な
考
え
方
で

は
い
け
ま
せ
ん
が
、
私
も
、
合
併

へ
政
治
生
命
を
掛
け
て
取
り
組
む

以
上
は
、
本
町
の
こ
と
だ
け
を
考

え
て
、
人
権
問
題
を
未
解
決
の
ま

ま
丸
投
げ
し
て
、
合
併
後
の
鬼
北

町
に
大
き
な
問
題
や
混
乱
を
抱
え

込
ま
せ
る
よ
う
な
こ
と
だ
け
は
、

な
ん
と
し
て
も
避
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
町
並
び
に
議
会
、
町
内
が
足
元

を
一
つ
に
ま
と
め
て
い
く
た
め
に

も
、
人
権
問
題
の
取
扱
い
に
つ
い

て
最
後
の
調
整
に
全
精
力
を
傾
注

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
柳
野
　
大
和
　
議
員

◎�

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

【
町
長
答
弁
】

　
鬼
北
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備

事
業
は
、
鬼
北
町
と
松
野
町
と
が

協
力
、
連
携
し
て
、
都
市
と
地
方
、

さ
ら
に
町
の
中
心
部
と
周
辺
部
の

情
報
格
差
を
解
消
す
る
た
め
に
進

め
て
い
る
事
業
で
あ
り
、
当
初
計

画
の
段
階
で
は
、
総
事
業
費
約
32

億
円
、
平
成
20
年
度
か
ら
22
年
度

ま
で
の
３
箇
年
で
実
施
す
る
大
事

業
で
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
放
送
対
策
、
高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
対
策
、
携
帯
電
話
不

感
地
域
対
策
、
防
災
を
は
じ
め
と

し
た
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
一
元
的
に
解
消
す
る
こ
と
が
可

能
で
、
３
月
定
例
議
会
以
降
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
公

共
施
設
を
結
ぶ
光
幹
線
整
備
、
河

川
氾
濫
監
視
用
の
定
点
カ
メ
ラ
整

備
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

平
成
21
年
７
月
３
日
に
連
携
主
体

で
あ
る
鬼
北
町
で
入
札
が
実
施
さ

れ
る
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、今
年
度
は
、セ
ン
タ
ー

施
設
、
先
ほ
ど
の
事
業
の
幹
線
以

降
、
各
家
々
へ
の
引
き
込
み
、
各

戸
に
設
置
す
る
告
知
端
末
ま
で
を

整
備
す
る
計
画
で
す
。

　
な
お
、
今
年
度
整
備
区
域
は
、

目
黒
、
上
家
地
、
富
岡
、
奥
野
川
、

蕨
生
、
吉
野
地
区
の
６
地
区
を
計

画
し
て
お
り
、平
成
22
年
度
に
は
、

残
り
の
松
丸
、
延
野
々
、
豊
岡
地

区
を
整
備
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
次
に
、
経
済
活
性
化
・
生
活
対

策
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
交

付
限
度
額
１
億
３
千
４
１
０
万
円

の
交
付
を
受
け
、
先
般
２
月
の
臨

時
議
会
に
お
い
て
、
補
正
予
算
を

計
上
し
ま
し
た
。

　
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て
は
、
全

22
項
目
の
事
業
の
う
ち
、
町
営
住

宅
等
改
修
事
業
、
農
業
振
興
対
策

事
業
へ
の
補
助
残
へ
の
充
当
、
町

道
補
修
事
業
な
ど
、
平
成
20
年
度

末
を
も
っ
て
完
了
し
て
い
る
事
業

が
５
事
業
、
交
付
金
充
当
額
で
１

千
５
６
４
万
４
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
へ
17
事
業
１
億
８
４
５

万
６
千
円
を
繰
り
越
し
て
お
り
、

そ
の
内
、
こ
れ
ま
で
に
２
事
業
が

完
了
し
て
い
ま
す
。

　
進
捗
割
合
と
し
て
は
、
全
22
項

目
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
に
事
業
完

了
が
７
事
業
で
31
・
８
％
、
そ
の

他
の
事
業
に
つ
い
て
も
順
次
着
手

し
て
お
り
、
中
央
診
療
所
改
修
事

業
、共
同
作
業
所
改
修
事
業
な
ど
、

今
月
末
に
入
札
を
予
定
し
て
い
る

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
お
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い
て
早
急
な
事
業
実
施
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
村
尾
　
重
利
　
議
員

◎�

隣
保
館
の
活
動
、
土
地
改
良
区

に
つ
い
て

【
町
長
答
弁
】

　
松
野
町
隣
保
館
は
、昭
和
51
年
、

森
の
国
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
昭

和
54
年
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
、
現

在
に
至
る
ま
で
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
事
業
に
つ
い
て
は
、
人
権

相
談
、
生
活
相
談
、
健
康
相
談
、

就
業
相
談
な
ど
、
常
時
総
合
的
に

受
け
付
け
て
お
り
、主
に
来
館
者
・

電
話
相
談
を
中
心
に
幅
広
い
相
談

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
保
健
衛
生
社
会
福
祉
活
動
と
し

て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

て
健
康
診
断
、
健
康
教
室
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
の
指
導
を
受
け
つ
つ

広
く
町
内
外
へ
の
発
信
、
交
流
拠

点
と
な
り
う
る
よ
う
、
館
祭
り
や

情
報
誌
の
制
作
活
動
な
ど
を
展
開

し
て
い
ま
す
。県
の
指
導
に
加
え
、

町
民
か
ら
の
要
望
も
踏
ま
え
て
料

理
教
室
、
珠
算
教
室
、
書
道
教
室
、

手
芸
教
室
な
ど
の
学
習
文
化
活
動

を
通
じ
て
交
流
が
深
ま
り
身
近
な

問
題
を
語
り
合
う
な
ど
問
題
意
識

の
共
有
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
児
童
向
け
に
は
、
子
ど
も
会
や

夏
休
み
を
利
用
し
た
宇
和
島
市
と

の
交
流
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
家
庭
訪
問
で
は
、
独
居

老
人
宅
を
中
心
に
、
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
行
う
な
ど
出
張
健
康
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
館
長
研
修
、
主
事
研
修

が
、
県
、
四
国
、
国
と
い
っ
た
単

位
の
隣
保
館
連
絡
協
議
会
主
催
で

行
わ
れ
て
お
り
、県
内
外
の
館
長
、

主
事
と
蜜
に
連
絡
を
取
り
合
い
情

報
交
換
、
事
業
の
向
上
に
努
め
、

よ
り
一
層
の
充
実
し
た
館
活
動
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
以
降
も
国
県
の
高
率
の

補
助
が
あ
る
以
上
、
法
律
の
目
的

に
沿
っ
て
運
営
し
、
地
域
住
民
の

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
存
続
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

・�

土
地
改
良
区
の
今
後
の
業
務
に

つ
い
て

　
土
地
改
良
区
の
主
な
業
務
は
、

事
業
費
の
う
ち
農
林
漁
業
金
融
公

庫
か
ら
借
り
入
れ
て
い
た
地
元
負

担
金
を
、
平
成
26
年
度
の
期
限
ま

で
に
償
還
す
る
こ
と
で
す
。
　
　

　
現
在
の
借
入
残
高
は
２
千
22
万

８
千
円
で
す
が
、
そ
の
う
ち
の
約

１
千
５
０
０
万
円
は
滞
納
に
な
っ

て
お
り
、
債
務
者
が
自
己
破
産
や

行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
案
件
も

あ
り
、
土
地
改
良
区
の
役
員
が
こ

の
処
理
に
大
変
ご
苦
労
を
さ
れ
て

い
る
状
況
で
す
。

　
町
と
し
て
も
、
何
ら
か
の
方
策

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
公
金
の
投
入
は
公
平
性
、
適

法
性
と
い
う
面
か
ら
も
問
題
が
あ

る
と
思
わ
れ
、
今
後
ど
の
よ
う
な

方
向
性
を
見
出
し
て
滞
納
を
整
理

し
て
い
く
の
か
、
緊
急
を
要
す
る

非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
今
後
の
土
地
改
良
区
の
業
務
に

つ
い
て
は
、
通
常
の
償
還
業
務
と

並
行
し
て
、
旧
役
員
に
も
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
理
事
会
に

お
い
て
滞
納
賦
課
金
の
回
収
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
弁
護
士
な
ど

の
債
権
回
収
の
専
門
家
に
も
相
談

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
町
長
の
立
場
と
し
て
も
、
松
野

町
土
地
改
良
区
が
当
初
の
使
命
を

全
う
で
き
ま
す
よ
う
、
担
当
の
産

業
振
興
課
を
通
し
て
指
導
監
督
に

当
た
る
所
存
で
す
。

　
　
光
盛
　
暁
與
　
議
員

◎
合
併
問
題
に
つ
い
て

【
町
長
答
弁
】

　
公
約
、
所
信
等
に
つ
い
て
は
、

合
併
相
手
を
選
ぶ
住
民
投
票
が
実

施
さ
れ
、多
数
の
民
意
に
よ
っ
て
、

鬼
北
町
を
合
併
相
手
に
選
ん
だ
と

い
う
こ
と
で
、
住
民
投
票
が
実
施

さ
れ
た
以
上
、
そ
の
結
果
は
民
意

と
し
て
尊
重
し
、
鬼
北
町
と
の
合

併
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
宇
和
島
市
か
鬼
北
町
か
の
ど
ち

ら
か
を
選
ぶ
と
い
う
住
民
投
票
で

あ
り
、
宇
和
島
市
と
の
合
併
の
選

択
肢
は
な
く
な
り
、
鬼
北
町
と
の

合
併
を
進
め
る
以
外
道
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
合
併
は
相
手
の
あ
る
こ

と
で
、
松
野
町
の
一
方
的
な
片
思

い
で
は
願
い
は
叶
い
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
鬼
北
町
に
合
併
の
申
入
れ

を
し
、
昨
年
の
４
月
に
、
法
定
合

併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
に
就
任
以
来
、
町
民

の
た
め
の
よ
り
よ
い
合
併
を
掲

げ
、
こ
の
町
の
最
重
要
課
題
で
あ

る
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、「
鬼

北
町
」
を
合
併
相
手
に
選
ん
だ
以

上
、
そ
の
結
果
は
民
意
と
し
て
尊

重
し
、
合
併
協
議
が
進
め
ら
れ
て

い
る
段
階
で
あ
り
、
そ
れ
を
既
定

路
線
と
し
て
合
併
推
進
に
全
力
を

尽
く
す
と
と
も
に
、
積
み
残
さ
れ

た
懸
案
事
項
や
諸
問
題
に
つ
い
て

も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　
合
併
協
議
に
つ
い
て
は
、
我
慢

す
る
も
の
、
守
る
も
の
、
ま
た
松

野
の
良
さ
や
特
色
、
町
民
生
活
に

不
可
欠
な
も
の
な
ど
、
合
併
委
員

と
共
に
誠
心
誠
意
を
尽
く
し
、
行

政
と
議
会
、
住
民
が
三
位
一
体
と

な
っ
て
、
納
得
と
安
心
の
持
て

る
、
悔
い
の
な
い
合
併
を
目
標
に

推
進
し
、
最
後
の
仕
上
げ
に
努
め

た
い
と
い
う
公
約
、
所
信
で
今
日

ま
で
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
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太
場
　
隆
俊
　
議
員

◎�
鬼
北
町
と
の
合
併
成
就
、
有
害

鳥
獣
に
つ
い
て

【
町
長
答
弁
】

　
町
長
就
任
以
降
、
一
貫
し
て
民

意
を
尊
重
し
た
「
鬼
北
町
と
の
合

併
」を
積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
、

そ
の
基
本
姿
勢
に
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。

　
人
権
業
務
に
つ
い
て
は
、
幹
事

会
に
お
い
て
も
最
終
的
な
調
整
が

現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
現

時
点
に
お
い
て
幹
事
会
で
の
意
見

の
一
致
が
見
出
せ
ず
、
い
ま
だ
合

併
協
議
会
に
提
案
で
き
な
い
状
況

で
す
。

　
残
さ
れ
た
期
間
は
本
当
に
僅
か

と
な
っ
て
お
り
、私
も
誠
心
誠
意
、

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

・�

農
業
振
興
の
推
進
状
況
と
有
害

鳥
獣
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

　
本
町
の
有
害
鳥
獣
対
策
は
、
現

在
、
電
気
柵
等
の
設
置
に
よ
る
物

理
的
対
策
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
対

策
、
集
落
環
境
の
整
備
対
策
の
３

つ
を
基
本
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
物
理
的
対
策
は
、
町
内
各
地

で
電
気
柵
お
よ
び
金
網
柵
の
設
置

を
行
い
、
集
落
の
地
形
や
営
農
状

態
等
に
よ
り
、
設
置
す
べ
き
資
材

を
選
定
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果

的
な
対
策
と
な
る
よ
う
、
集
落
と

の
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。
　
　

　
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
狩
猟
期
の
前
後
の
半

月
間
を
除
き
ほ
ぼ
通
年
駆
除
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
が
、
生
息
数
の

急
増
お
よ
び
生
息
域
の
拡
大
に
よ

り
、
十
分
な
効
果
は
見
込
ま
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
捕
獲
鳥
獣
の
肉
を

活
用
し
た
ジ
ビ
エ
料
理
の
開
発
と

普
及
に
取
り
組
み
、
狩
猟
意
欲
の

向
上
に
よ
る
駆
除
の
促
進
と
と
も

に
、
新
た
な
特
産
品
の
誕
生
に
も

期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
集
落
環
境
の
整
備
対
策
に
つ
き

い
て
は
、
有
害
鳥
獣
に
対
す
る
餌

付
け
と
な
っ
て
い
る
ヒ
コ
バ
エ
の

処
理
や
雑
草
の
管
理
、
放
任
果
樹

の
撤
去
等
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

集
落
内
で
の
有
害
鳥
獣
へ
の
餌
の

供
給
を
ス
ト
ッ
プ
し
、
さ
ら
に
他

の
対
策
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
有
害
鳥
獣
に
強
い
集
落
を
作

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

・�

中
山
間
地
域
直
接
支
払
い
制
度

に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
は
、
平
成
12
年
度
か

ら
５
年
間
の
第
１
期
が
終
了
し
、

現
在
平
成
17
年
度
か
ら
の
第
２
期

目
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今

年
が
取
組
の
最
終
年
度
で
現
在
、

集
落
協
定
は
14
集
落
で
、
全
町
で

年
間
約
３
千
万
円
が
交
付
さ
れ
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
現
在
の
第
２
期
は
、
第
１
期
よ

り
も
補
助
金
の
使
途
制
限
が
緩
和

さ
れ
、
集
落
で
行
う
活
動
の
様
々

な
面
で
活
用
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
制
度
は
「
地
域
の
農

地
を
地
域
で
守
る
」
と
い
う
考
え

方
に
よ
る
も
の
で
、
制
度
の
活
用

に
よ
り
、
集
落
の
維
持
活
性
化
が

図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
若
い
担
い

手
や
後
継
者
が
少
な
い
地
区
の
農

地
、
農
業
用
施
設
等
も
、
集
落
と

い
う
単
位
に
よ
っ
て
保
全
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
耕
作
放
棄
地
の
増

大
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　

・
特
産
作
物
の
振
興
状
況
に
つ
い
て

　
町
の
特
産
作
物
で
あ
る
桃
、
茶

は
販
売
ル
ー
ト
の
多
様
化
や
健
康

ブ
ー
ム
に
よ
り
農
家
所
得
の
増
大

が
見
ら
れ
ま
す
が
、
樹
勢
や
地
力

の
衰
え
な
ど
に
よ
る
収
量
の
低

下
、
あ
る
い
は
従
事
者
の
高
齢
化

に
よ
る
担
い
手
不
足
に
よ
っ
て
、

各
地
で
放
任
園
が
出
て
き
て
い
ま

す
。
柚
子
は
近
年
生
産
・
販
売
と

も
に
好
調
で
あ
る
た
め
、
部
会
に

も
勢
い
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
生
産

者
は
高
齢
者
が
多
い
た
め
、
担
い

手
の
確
保
が
大
事
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
ま
た
水
田
に
お
い
て
も
、

転
作
の
定
着
と
兼
業
高
齢
化
に
よ

り
遊
休
農
地
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
最
近
の
農
作
物
は
、
輸

入
野
菜
に
対
す
る
疑
惑
や
温
暖
化

の
影
響
か
ら
、
今
ま
で
中
心
で

あ
っ
た
、
食
味
や
見
た
目
重
視
か

ら
、
健
康
を
中
心
と
し
た
、
食
の

安
全
性
が
問
わ
れ
る
時
代
と
な

り
、
改
め
て
食
品
の
安
全
・
安
心

の
度
合
い
や
地
産
地
消
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
町
で
は
、
昨
年
度

末
に
「
森
の
国
ま
つ
の
」
の
豊
な

自
然
、
伝
統
、
生
活
文
化
な
ど
地

域
の
特
性
を
活
か
し
た
「
森
の
国

ブ
ラ
ン
ド
」
14
品
目
を
認
定
し
、

新
た
な
特
産
品
と
し
て
販
売
促
進

に
努
め
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　
松
野
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と

し
て
大
変
厳
し
い
も
の
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
を
逆
に

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、
農
家
所
得

の
向
上
と
地
域
産
業
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
※
町
長
答
弁
は
、
抜
粋
し
て
記

載
し
て
い
ま
す
）

　
平
成
21
年
第
４
回
松
野
町
議
会

臨
時
会
が
、
７
月
９
日
に
開
催
さ

れ
提
出
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
委
託
契
約
締
結
に
つ
い
て

（
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施

設
整
備
事
業
整
備
工
事
に
係
る
委

託
契
約
）

　

平
成
21
年
第
４
回

　
松
野
町
議
会
臨
時
会
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夏
の
風
物
詩｢

森
の
国
の
夏
祭

り
２
０
０
９｣

が
８
月
13
日
㈭
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
14
日
㈮
は
吉
野
生
地
区
・
目
黒

地
区
の
盆
踊
り
大
会
、
15
日
㈯
は

豊
前
地
区
の
夏
祭
り
で
す
。
祭
り

の
準
備
は
着
々
と
進
ん
で
い
ま

す
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
森
の
国
の
夏
祭
り
２
０
０
９

は
、今
年
で
13
年
目
を
迎
え
ま
す
。

盆
踊
り
大
会
、
太
鼓
の
演
奏
や
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
ガ
ー
デ
ン
パ
ー

テ
ィ
な
ど
楽
し
い
企
画
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。〝
自
称
日
本
一
の

盛
大
な
花
火
大
会
〞
も
お
見
逃
し

な
く
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
後
日
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
夏
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
祭
り
で

感
動
の
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

　
14
日
㈮
、
吉
野
生
地
区
の
盆
踊

り
大
会
に
は
、
昔
な
が
ら
の
お
施

餓
鬼
供
養
や
保
育
園
児
の
盆
踊

り
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
等
が
行
わ
れ

夏
や
す
み
お
す
す
め
イ
ベ
ン
ト 

ま
す
。
上
在
地
区
の
夜
空
を
彩
る

花
火
も
見
事
で
す
。

　
目
黒
地
区
で
は
毎
年
伝
統
の
昔

踊
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ふ
る

さ
と
の
お
盆
を
楽
し
む
目
黒
地
区

の
盆
踊
り
を
町
内
の
皆
さ
ん
是
非

ご
覧
あ
れ
！

　
も
ち
ろ
ん
花
火
も
上
が
り
ま
す
。

　
15
日
㈯
は
、
豊
岡
前
地
区
の
夏

祭
り
が
豊
岡
前
集
会
所
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
す
。
部
落
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
、
地
区
住
民
一
丸
と
な
っ
て

の
名
物
行
事
、
打
ち
上
げ
花
火
も

バ
ン
バ
ン
上
が
り
ま
す
。
頭
上
の

花
火
を
見
な
が
ら
美
味
し
い
ビ
ー

ル
を
飲
み
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
各
地
区
の
公
民
館
で
は
夏
祭
り

の
盆
踊
り
練
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

 

　
ご
家
族
揃
っ
て
練
習
会
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
当
日
は
あ
な
た

も
踊
り
手
と
し
て
夏
祭
り
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
お
さ
か
な
館
夏
休
み
　
　

　
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】 

【
期
間
】
７
月
18
日
㈯
〜

　
　
　
　
　
　
８
月
31
日
㈪
ま
で

ペ
ン
ギ
ン
と
遊
ぼ
う
！

10

：

30
〜
お
さ
か
な
館
探
検
隊

　
　
　
　（
有
料
体
験
）

11

：

00
〜
お
さ
ん
ぽ
ペ
ン
ギ
ン

11

：

30
〜
ペ
ン
ギ
ン
食
事
タ
イ
ム

13

：

00
〜
お
さ
ん
ぽ
ペ
ン
ギ
ン

14

：

00
〜
お
さ
か
な
館
探
検
隊

　
　
　
　（
有
料
体
験
）

14

：

30
〜
お
さ
ん
ぽ
ペ
ン
ギ
ン

15

：

30
〜
ペ
ン
ギ
ン
と
の

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
体
験

『
お
さ
か
な
館
探
検
隊
』 

　
い
つ
も
は
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
探
検
が
で
き

ま
す
。
時
間
は
約
15
分
程
度
、
大

水
槽
で
ピ
ラ
ル
ク
に
エ
サ
や
り
体

験
も
で
き
る
よ
。 

『
お
さ
ん
ぽ
ペ
ン
ギ
ン
』 

　
お
さ
か
な
館
内
を
ペ
ン
ギ
ン
が

散
歩
。
散
歩
の
あ
と
に
は
一
緒
に

写
真
も
と
れ
ま
す
。

  

※   

８
月
５
日
か
ら
19
日
は
、 

11
時

　
の
み
６
羽
で
の
お
散
歩
に
な
り

　
ま
す
。（
撮
影
は
な
く
な
り
ま

　
す
。）

『
ペ
ン
ギ
ン
お
食
事
タ
イ
ム
』 

　
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
飛
び
込
み

の
練
習
を
し
て
、
水
の
中
を
泳
ぎ

回
る
よ
！
元
気
な
ペ
ン
ギ
ン
た
ち

を
ぜ
ひ
見
て
ね
。

『
ペ
ン
ギ
ン
と
の
ふ
れ
あ
い
タ
イ

ム
』 

　
ペ
ン
ギ
ン
の
背
中
に
触
れ
る

〝
ふ
れ
あ
い
体
験
〞
を
行
い
ま
す
。

普
段
は
触
る
こ
と
が
出
来
な
い
ペ

ン
ギ
ン
に
触
っ
て
み
よ
う
！

虹

の

森

公

園

　
森
の
国
の
夏
祭
り
２
０
０
９８月
13
日
開
催

【
ガ
ラ
ス
工
房
　
風
音
】

『
夏
休
み
限
定

〝
風
鈴
〞
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
体
験
』

　
こ
の
夏
は
、
あ
な
た
だ
け
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
風
鈴
の
音
色
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

【
期 

間
】
７
月
18
日
㈯
〜

【
時
間
】
10

：

00
〜
15

：

00

【
料
金
】
１
，
５
０
０
円
〜

　
　
　
　（
体
験
代+

材
料
費
）

『
吹
き
ガ
ラ
ス
体
験
』 

　
あ
な
た
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

コ
ッ
プ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
お
一

人
約
30
分
で
吹
き
ガ
ラ
ス
技
法
の

コ
ッ
プ
作
り
が
出
来
ま
す
。
手
作

り
の
コ
ッ
プ
で
飲
む
一
杯
は
最
高

で
す
よ
。

※
要
予
約
　
☎
20
・
５
０
０
６

【
期 

間
】
７
月
18
日
㈯
〜

【
時
間
】
10

：

00
〜
16

：

00 

【
料
金
】
３
，
０
０
０
円
〜

　
　
　
　（
別
途
送
料
が
必
要
）

　
こ
の
夏
も
虹
の
森
公
園
は
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

お
盆
も
休
ま
ず
営
業
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
は
、
虹
の
森
公
園
へ 

☎
20
・
５
０
０
６

　
夏
祭
り
の
問
合
せ
先

　
　
役
場
産
業
振
興
課

☎
42
・
１
１
１
６
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配
り
を
し
て
水
の
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

　
６
月
14
日
㈰
虹
の
森
公
園
で
「
定
額
給
付
金

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
抽
選
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
抽
選
会
で
は
、
主
催
者
挨
拶
、
鬼
城
太
鼓
の

演
奏
に
続
い

て
、
抽
選
会
が

行
わ
れ
ま
し

た
。
４
等
〜
１

等
ま
で
の
当
選

番
号
が
決
定
す

る
た
び
に
、
大

き
な
歓
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し

　
今
年
も
松
野
町
駐
在
所
連
絡
協
議
会

と
鬼
北
交
通
安
全
協
会
松
丸
支
部
主
催

の
「
桃
太
郎
交
通
茶
屋
」
が
７
月
10
日

に
虹
の
森
公
園
前
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　「
桃
太
郎
交
通
茶
屋
」
で
は
、
桃
太
郎

に
ふ
ん
し
た
駐
在
所
連
絡
協
議
会
の
山

﨑
匡
さ
ん
が
、
イ
ヌ
や
サ
ル
を
従
え
、

キ
ジ
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
松
丸
保
育
園

児
23
名
と
と
も
に
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー

に
、
３
６
５
個
の
桃
と
チ
ラ
シ
を
手
渡

し
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
松
野
町
は
、
今
年
の
８
月
２
日
に
、

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
記
録
16
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
記
録
を
更
新
す
る
よ
う
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
安
全
運
転
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　
夏
休
み
に
入
り
子
供
の
交
通
事
故

や
、
暑
さ
か
ら
来
る
睡
眠
不
足
に
よ

る
居
眠
り
運
転
の
事
故
が
多
く
な
り

が
ち
で
す
。

　
引
き

続
き
事

故
の
な

い
明
る

い
町
づ

く
り
に

ご
協
力

く
だ
さ

い
。

まちのわだい
定
額
給
付
金
　
　
　
　
　

�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
抽
選
会

た
。
最
後
に
は

豪
華
景
品
付
き

の
も
ち
ま
き
が

行
わ
れ
、
大
勢

の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
会
場

内
で
は
昨
年
末
に
認
定
さ
れ
た
「
森
の
国
ブ
ラ

ン
ド
」
認
定
品
の
試
食
会
も
行
わ
れ
、
多
く
の

方
に
森
の
国
ブ
ラ
ン
ド
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

外
国
人
研
修
生
と
交
流
会

　
６
月
28
日
㈰
旧
愛
媛
物
産
社
屋
で
中
国

人
女
性
11
名
が
中
国
の
代
表
的
な
家
庭
料

理
〝
水
餃
子
〞
を
作
り
町
内
の
皆
さ
ん
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
日
本
で
就
労
す
る
為
に

約
一
ヶ
月
松
野

町
で
研
修
に
取

組
ん
で
き
た
中

国
人
女
性
た
ち

が
、
講
師
の
芝

天
さ
ん
は
じ
め

中
国
語
教
室
で

学
ぶ
町
内
の
方

と
食
を
通
し
て

の
交
流
会
で
よ

り
一
層
日
本
文

化
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

　
お
国
自
慢
の
餃
子
を
作
る
女
性
た
ち
は
生
き

い
き
し
た
表
情
で
手
際
よ
く
作
業
を
す
す
め
、

参
加
し
た
日
本
人
に
根
気
よ
く
作
り
か
た
を
指

導
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
の
家
庭
料
理
卵
焼
き
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　
最
後
に
参
加
者
が
持
参
し
た
飾
り
ま
き
寿
司

や
出
来
上
が
っ
た
沢
山
の
餃
子
と
中
国
の
家
庭

料
理
を
囲
ん
で
食
事
を
楽
し
み
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　
研
修
生
の

皆
さ
ん
は
、

７
月
か
ら
愛

知
県
や
島
根

県
、
岡
山
県

な
ど
の
企
業

で
就
労
し
ま

す
。

　
７
月
６
日
㈪
吉
野
生
保
育
園
で
プ
ー

ル
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
梅
雨
の
合

間
か
ら
青
空
が
の
ぞ
い
た
こ
の
日
は
、

吉
野
生
保
育
園
児
が
今
年
初
め
て
プ
ー

ル
遊
び
に
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
松
丸
保
育
園
で
も
７
月
９
日
㈭
に

プ
ー
ル
開
き
が
行
わ
れ
梅
雨
明
け
と
同

時
に
子
ど
も
達
が
キ
ラ
キ
ラ
光
る
水
の

中
で
元
気
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
幼
児
の
水
の
事
故
が

多
く
な
り
ま
す
。
子
ど
も
の
行
動
に
気

　
　
　  

保
育
園
プ
ー
ル
開
き

さぁ 夏だ！
交
通
安
全
・
日
本
一
を
め
ざ
し
て

　 

「
桃
太
郎
交
通
茶
屋
」
実
施
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スポーツ情報 　
６
月
21
日
㈰
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
松
野
町
体
育
協
会
主

催
の
第
17
回
松
野
町
長
杯
卓
球
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は

南
予
一
円
と
高
知
県
の
卓
球
愛
好

家
82
名
が
参
加
し
て
日
頃
鍛
え
た

腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
今
回
も
大
勢
の
高
校

生
の
参
加
が
あ
り
、
大

会
は
若
さ
と
熱
気
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
松
野
体
協
卓
球
部

か
ら
も
８
名
の
選
手
が

参
加
し
熱
戦
を
繰
り
広

げ
、
他
チ
ー
ム
と
の
親

睦
を
よ
り
一
層
深
め
て

い
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

《
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
》

優
　
勝
　
田
村
　
崇

　
　(

樫
田
ク
ラ
ブ)

準
優
勝
　
戸
梶
　
正
猛

　
　(

須
崎
ク
ラ
ブ)

第
３
位
　
福
井
　
文
博

　
　(

津
野
町
体
育
会)

《
男
子
ダ
ブ
ル
ス
》

優
　
勝
　
田
村
　
崇

　
　
　
　
北
代
　
章
二

(

樫
田
ク
ラ
ブ)

松
野
町
長
杯

 

卓
球
大
会

準
優
勝
　
井
上
　
数
広

　
　
　
　
中
山
　
定
則

(

鬼
北
体
協)

第
３
位
　
槇
野
裕
太
・
菅
　
拓
哉

（
宇
和
島
東
高
校
）

《
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
》

優
　
勝
　
嶋
津
　
睦
子

(

さ
く
ら
ク
ラ
ブ)

準
優
勝
　
二
宮
　
由
美

(

さ
く
ら
ク
ラ
ブ)

第
３
位
　
高
田
　
　
萌

(

津
島
高
校)

《
女
子
ダ
ブ
ル
ス
》

優
　
勝
　
嶋
津
睦
子
・
二
宮
由
美

(

さ
く
ら
ク
ラ
ブ)

準
優
勝
　
長
山
紘
子
・
寺
田
愛
実

(
窪
川
ク
ラ
ブ
・
須
崎
工
業)

第
３
位
　
藤
井
美
穂
・
水
野
舞
華

（
津
島
高
校
）

　
卓
球
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
み
ん
な
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
体
力
づ
く
り
・
生
き
が

い
づ
く
り
や
世
代
間
交
流
な
ど
た

く
さ
ん
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
松
野

体
協
卓
球
ク
ラ
ブ
（
事
務
局
☎

42 

･
１
１
１
８
）
ま
で
ご
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
い
っ
し
ょ
に
気

持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

体
協
会
員
奉
仕
活
動
実
施

　
体
育
協
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
奉

仕
活
動
が
６
月
24
日
㈬
松
丸
ス

ポ
ー
ツ
広
場
・
森
の
国
ド
ー
ム
周

辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
体
育
協
会
で
は
、
毎
年
２
回
の

奉
仕
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
チ
グ
リ
ー
ニ
ョ
の
メ
ン

バ
ー
も
参
加
し
て
、
普
段
練
習
に

使
用
し
て
い
る
グ
ラ
ン
ド
の
草
引

　
６
月
27
日
㈯
に
、
町
内
職
域
12

チ
ー
ム
の
参
加
で
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
、
汗
と
笑
い
の
吹
き
出
す
な

か
見
事
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
の
は
、

ラ
イ
フ
ま
つ
の
Ａ
チ
ー
ム
で
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
は
普
段
気

心
の
知
れ
た
仕
事
仲
間
、
和
気
合
い

合
い
一
戦
一
戦
を
戦
い
抜
き
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
ラ
イ
フ
ま
つ
の
Ａ

準
優
勝
　 

Ｓ
Ｈ
Ｏ
―
Ｋ
Ｏ
―
Ｋ
Ａ

Ｉ
青
年
部

３
　
位
　 

フ
レ
ン
ド
ま
つ
の
チ
ー

ム
Ⅱ

参
加
チ
ー
ム

い
よ
ぎ
ん（
伊
予
銀
行
松
丸
支
店
）

フ
レ
ン
ド
ま
つ
の
チ
ー
ム
Ⅰ

フ
レ
ン
ド
ま
つ
の
チ
ー
ム
Ⅱ

 

（
フ
レ
ン
ド
ま
つ
の
）

ラ
イ
フ
Ａ

ラ
イ
フ
Ｂ

 

（
ラ
イ
フ
ま
つ
の
）

職
域
対
抗
球
技
大
会

分
館
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

�

お
知
ら
せ

　
８
月
23
日
㈰
に｢

分
館
対
抗
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル｣

を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
各
世
代

が
一
同
に
会
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
み
競
技
を
通
し
て
交
流
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
分
館
ご
と
に
チ
ー
ム
を

組
み
優
勝
旗
を
目
ざ
し
て
爽
や
か

な
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。（
す
で
に

練
習
を
し
て
い
る
分
館
も
あ
る
と

か
…
）
詳
細
は
、
後
日
分
館
長
さ

ん
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
予
定
種
目

・
一
般
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

・
一
般
女
子
レ
ク
バ
レ
ー

・
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

・
小
学
生
レ
ク
バ
レ
ー

・
小
学
生
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

優　勝　ライフＡ

　
全
国
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
愛
媛

県
大
会
が
６
月
６
日
と
14
日
に
新

居
浜
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
と
愛

媛
県
総
合
運
動
公
園
球
技
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
野
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
等
の
鬼
北
Ｔ
Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｈ

Ｏ
（
チ
グ
リ
ー
ニ
ョ
）
は
、
１
回

戦
、
日
本
代
表
の
長
友
選
手
の
出

身
チ
ー
ム
神
拝
Ｆ
・
Ｃ
に
２
対
１

で
競
り
勝
ち
、
２
回
戦
松
山
双
葉

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
に
３
対
１

で
勝
利
、
準
決
勝
で
は
今
回
優
勝

し
た
宮
前
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に
惜

し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
ま
で
あ
と
一
歩
の
と

こ
ろ
で
敗
退
し
ま
し
た
が
、
県
下

100
チ
ー
ム
の
参
加
中
ベ
ス
ト
４
に

進
出
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
自
信

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
尚
、こ
の
大
会
の
チ
ー
ム
成
績
、

内
容
評
価
で
努
力
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
全
国
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

愛
媛
県
大
会
で
ベ
ス
ト
４

ス
ク
ー
ル
メ
イ
ツ
（
松
野
町
小
学
校
）

レ
イ
ン
ボ
ー

 

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
虹
の
森
）

Ｓ
Ｈ
Ｏ
―
Ｋ
Ｏ
―
Ｋ
Ａ
Ｉ
青
年
部

 

（
商
工
会
青
年
部
）

チ
ー
ム
山
﨑
農
機
（
山
﨑
農
機
）

郵
便
局
チ
ー
ム
（
郵
便
局
）

産
業
振
興
課

松
野
町
職
員
組
合（

松
野
町
役
場
）

き
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
短
時
間

の
間
に
、
グ
ラ
ン
ド
や
フ
ェ
ン
ス

に
生
い
茂
っ
た
夏
草
が
き
れ
い
に

刈
り
取
ら
れ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
周

辺
は
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
り
ま

し
た
。

　
次
回
９
月
に
は
予
土
交
流
球
技

大
会
前
に
草
刈
作
業
等
を
行
う
予

定
で
す
。

　
参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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子どもの健全育成にご協力ください

子どもの非行には無知によるものが多くあります。

子どもに『社会のルール』を教えることは、大人のつとめです。

非行防止は家庭からです。

　　子どもを放任しない

　　子どもを甘やかさない

　　子どもにいつも希望とやる気をもたせる

　　３つ叱ったら、３つ褒める

　　幼い時から、しつけることを怠らない

　　家庭は最も身近な社会

　　子どもに善悪のけじめをつけさせる

　　笑いある家庭づくり

　　親子の対話を忘れない

　自転車やバイクに鍵をかけることによって、少年の非

行を減少させることができます。

　「少しの間だから…」とは言わず、「少しの間でも」自

転車やバイクに鍵をかけ、みんなで『少年に非行をさせ

ない環境』を作りましょう。

　７月29日㈬に、小中学生による“森の国クリー
ン大作戦”が行われます。毎年、夏休み期間中
に子ども達がそれぞれの地域で道路公園などの
空き缶やゴミ拾いをして爽やかな汗を流してい
ます。
　夏は飲料水の需用が高く、車から捨てられる
ゴミの多さを実感します。自覚ある行動で美し
い町作りに努めましょう。

　走行中の車のポイ捨てや、人通りの少ない場
所での不法投棄。一つのゴミが次のゴミを呼び
ゴミの山が出来上がります。河川や道路わきの
しげみがゴミの山になっていることは珍しい事
ではありません。
　自然破壊につながる不法投棄は大きな社会問
題です。
　一人ひとりがゴミを捨てることにモラルを持
つ事が必要です。ゴミは決められた日に決めら
れた場所へ正しく出しましょう。
問合せ先　建設環境課　☎42－1114

　皆さんの家庭に設置した防災無線個別受信機は、正常に

機能していますか？

　本格的な台風のシーズンです、年に一度は乾電池の取替

えを行い、停電に備えましょう。下記を参考に新しい電池

との交換をお願いします。

※取扱説明書、10ページ、11ページを参照して下さい。

夏休みの子どもを非行から守りましょう。

地域の力が、子どもを守り育てます

非行防止のポイント

非行をさせない環境づくり

　毎日のあいさつや、買い物ついでのパトロールなど、

できることからはじめましょう

モラルも一緒に捨てている！　

不法投棄はやめよう
台風シーズン到来です！　

防災無線個別受信機の
乾電池を交換しましょう。
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　事業主の皆さん、セクハラ防止対策は
男女雇用機会均等法に基づく義務です！
　労働者の皆さん、誰にも相談できずに
困っていませんか？
　お気軽に下記へご相談ください。
　相談は無料　匿名の相談可　プライバ
シー厳守
問合せ先　愛媛労働局雇用均等室
　松山市若草町4－3　松山若草合同庁舎
　☎089-935-5222　fax089-935-5223

俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
一
覧

（
平
成
二
一
年
　
六
月
投
句
分
）

佳
　
作

《
虹
の
森
公
園
投
句
》

虹
の
森
け
む
る
朝
霧
梅
雨
の
ふ
れ 

堺
　
　
市
　
山
本
　
光
明

雷
鳴
に
も
ろ
み
呟
く
醤
油
倉 

八
幡
浜
市
　
二
宮
　
節
子

幾
歳
の
明
け
て
仮
屋
の
ほ
と
と
ぎ
す 

松

野

町
　
駒
山
　
忠
夫

一
雨
に
一
色
ま
し
て
七
変
化 

八
幡
浜
市
　
前
田
　
夘
一

《
森
の
国
ホ
テ
ル
投
句
》

薄
明
の
風
の
ぼ
り
く
る
か
じ
か
宿 

内

子

町
　
高
藤
士
千
子

段
畑
の
潮

う
し
お

の
香
り
夏
兆
す 

香

南

市
　
岡
本
　
佳
子

　
葛
　
句
　
会
　
六
月
例
会
句
会
　
　
於
　
町
民
セ
ン
タ
ー

紺
野
良
着
花
あ
じ
さ
い
の
呼
び
合
ひ
て 

市
川
　
成
良

産
土
神
の
松
の
大
樹
や
梅
雨
の
月 

伊
藤
　
富
子

磴
に
沿
ふ
紫
陽
花
色
を
増
し
に
け
り 

岡
本
　
京
子

夏
薊
畑
一
面
咲
き
ほ
こ
り 

金
谷
　
重
子

面
外
づ
し
汗
拭
く
剣
士
は
少
女
な
り 

金
谷
　
恵
子

亡
父
の
齢
よ
わ
い

越
ゆ
る
余
生
や
梅
は
実
に 

金
谷
　
文
恵

余
念
な
く
畑
の
手
入
れ
や
梅
雨
に
入
る 

木
下
三
千
恵

夕
焼
け
や
家
郷
偲
ば
る
飛
行
雲 

駒
山
　
忠
夫

植
え
ら
れ
て
風
に
よ
ろ
め
く
瓜
の
苗 

財
前
　
渓
子

梅
雨
に
入
る
部
屋
に
乾
か
す
シ
ャ
ツ
の
れ
ん 

芝
　
　
　
天

蝸
牛
口
を
噤つ
ぐ

ん
で
這
ひ
出
せ
り 

谷
　
き
よ
し

向
日
葵
の
数
も
あ
ま
た
や
背せ

い
比
べ 

名
本
　
琴
舟

マ
カ
オ
に
て

外
つ
国
の
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
や
フ
ル
ム
ー
ン 

布
　
　
久
光

里
の
人
ま
な
ざ
し
優
し
螢
の
夜 

布
　
　
康
江

梅
雨
遠
し
あ
ち
こ
ち
気
配
の
水
喧
嘩 

ひ
の
た
い
ら

翔た

つ
鳩
に
あ
ふ
ら
れ
子
雀
ど
っ
と
翔
つ 

正
木
　
玲
子

還
暦
の
夢
も
挫
折
や
竹
の
秋 

松
田
　
文
子

愛
犬
に
真
赤
な
雨
具
夏
時
雨 

松
本
は
る
き

忘
却
は
神
の
情
な
さ
け

か
朝
の
虹 

森
田
　
す
み

夕
顔
の
垣
根
の
中
を
ひ
と
り
か
な 

行
定
キ
ヨ
ノ

　
吉
　
野
　
句
　
会
　
六
月
例
会
　
　
於
　
吉
野
生
公
民
館

濱
は
夏
お
け
さ
を
踊
る
柳
腰 

赤
松
　
午
子

里
恋
し
行
脚
の
宿
に
夏
の
月 

浅
野
　
雪
子

煌
め
き
て
流
る
四し

万ま
ん

十と

川
合
歓
の
花 

稲
谷
キ
ミ
子

渇
水
の
ダ
ム
湖
あ
ら
は
に
村
の
橋 

上
田
み
ち
子

風
鈴
や
駅
案
内
の
人
無
口 

岡
本
　
三
葉

あ
ぢ
さ
ゐ
を
忌
の
花
と
し
て
優
し
け
り 

菊
澤
　
大
和 

自
転
車
の
白
き
制
服
青
田
風 

竹
内
サ
ダ
子

︱ 

発
掘
出
土
品
の
出
前
教
室
を
開
催 

︱

　
七
月
一
日
、
松
野
東
小
学
校
の

六
年
生
を
対
象
に
発
掘
出
土
品
の

出
前
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。
松

野
町
内
で
は
現
在
三
十
九
箇
所
の

遺い

　せ
き跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
も
河
後
森
城
の
発
掘
調
査
で

見
つ
か
っ
た
も
の
を
中
心
に
学
校

の
教
室
ま
で
運
ん
で
、
当
時
の

人
々
の
生
活
や
戦
い
の
様
子
に
つ

い
て
学
ぶ
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
出
土
品
は
、
縄じ

ょ
う
も
ん文
時
代
頃
の

石せ

っ

き器
を
は
じ
め
、
戦せ

ん
ご
く国
時
代
の
河

後
森
城
で
発
見
し
た
土ど

き器
や
陶と

う

磁じ

器き

、
石い

し
う
す臼
や
硯

す
ず
り

な
ど
の
石
製
品
、

鉄
の
釘く

ぎ

や
刀
、
鎧

よ
ろ
い

の
破
片
、
銅
の

お
金
、
鉄て

っ
ぽ
う
だ
ま

砲
弾
、
瓦
な
ど
、
多
く

の
種
類
を
準
備
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
出
土
品
を

目
の
前
で
見
て
、
ま
た
は
実
際
に

触
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
重
さ
や
質

感
を
確
か
め
な
が
ら
学
習
を
行
い

ま
し
た
。

　
普
段
、
発
掘
の
出
土
品
な
ど
は

教
科
書
の
写
真
や
博は

く
ぶ
つ
か
ん

物
館
の
展
示

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
越
し
で
し
か
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
回
の
よ

う
な
機
会
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
は
、
よ
り
身
近

に
郷
土
の
歴
史
を
感
じ
ら
れ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
平
成
21
年
度
文
化
祭
を
11
月
に

開
催
し
ま
す
。

　
文
化
協
会
の
会
員
以
外
で
も
町

内
に
お
住
ま
い
の
方
で
あ
れ
ば
参

加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
左
記
の
応
募
要
領
を
確
認
の
上

是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

　
申
込
み
の
締
め
切
は
、
８
月
28

日
㈮
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
教
育

課
（
☎
42
・
１
１
１
８
）
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

【
応
募
要
領
】

①
出
展
・
出
演
に
は
、
ひ
と
り

４
０
０
円
を
文
化
協
会
へ
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

②
参
加
後
、
文
化
協
会
の
活
動
に

賛
同
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
協
会

へ
の
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

③
文
化
祭
の
打
合
せ
会
及
び
準

備
・
片
付
け
に
は
、
必
ず
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

④
作
品
及
び
出
演
の
内
容（
ス
ペ
ー

ス
・
時
間
等
）
に
よ
り
、
参
加
を

お
断
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

文
化
祭
出
展

�

出
演
者
募
集

悩んでいませんか？
職場でのセクシュアルハラスメント
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　「
前
の
日
に
放
送
し
て
も
ら
わ
ん
と
い
け
ん

よ
。」

　
５
月
初
旬
に
実
施
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
老
人
ク
ラ

ブ
合
同
奉
仕
作
業
の
と
き
、
あ
る
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
た
一
言

で
す
。
こ
の
奉
仕
作
業
に
は
、
40
名
を
超
え
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
と
て
も
暑
か
っ
た
の
で
す

が
、
地
域
の
小
学
校
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、
朝
早
く
か
ら
終
始

熱
心
に
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
目
黒
地
区
の
蛍
祭
り
で
は
、
多
く
の
地
域
住
民
の
方
々
が

活
動
さ
れ
る
中
、
高
齢
の
女
性
の
方
々
が
、
小
学
校
の
調
理
室
で
バ

ザ
ー
用
の
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
す
る
と
、

「
子
ど
も
た
ち
に
、
食
べ
さ
せ
て
。」

と
、
た
く
さ
ん
の
お
に
ぎ
り
を
笑
顔
で
差
し
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、
小
学
校
で
飼
育
し
て
い
る
ウ
サ
ギ
に
、
い
つ
も
え
さ
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
る
一
人
の
物
静
か
な
お
じ
い
さ
ん
も
お
ら
れ
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
た
３
つ
の
こ
と
は
、
地
域
に
住
む
高
齢
者
の
方
々

の
、
地
域
の
小
学
校
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
思
い
や
る
優
し
さ
を

表
し
て
ま
す
。

　
平
成
14
年
に
閣
議
で
決
定
さ
れ
た
、「
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す

る
基
本
計
画
」
の
中
に
、
各
人
権
課
題
の
取
組
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
は
、
女
性
、
子
ど
も
、
同
和
問
題
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
な

ど
と
と
も
に
、
高
齢
者
に
つ
い
て
も
記
載
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
、

我
が
国
に
お
い
て
高
齢
化
社
会
の
到
来
は
大
き
な
問
題
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
先
に
述
べ
た
い
く
つ
か
の
話
題
は
、
高
齢
者
が
社
会

を
構
成
す
る
重
要
な
一
員
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
る
事
例
で
も
あ

り
ま
す
。

　
本
校
の
児
童
は
11
名
と
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、『
目
黒
の
心
』

の
一
つ
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
目
黒
を
大
切
に
す
る
心
」
を
も
つ
と
と

も
に
、
見
守
っ
て
い
た
だ
く
地
域
の
高
齢
者
の
方
々
を
大
切
に
す
る

児
童
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

 

松
野
南
小
学
校
　
人
権
・
同
和
教
育
主
任
　
田
中
　
昭
宏

心
優
し
き
高
齢
者
を
想
う

　四国財務局に、借金を抱え悩んでおられる方々の
ための「相談窓口」がございます。
　多重債務問題は必ず解決する問題です。悩まずに
相談してください。
　必要に応じて、弁護士・司法書士などの法律専門
家に引継ぎも行っております。
◆相談方法　 まずお電話ください。相談費用は必要

ありません。
◆連　絡　先　☎087－831－2155（直通）
　　　　　　FAX 087－862－8780
　　　　　　高松市中野町26番１号

 四国財務局財務広報
相談官　多重債務相
談員
◆受付時間　
 　月曜日～金曜日
　 （祝日及び12 ／ 29
　～１／３を除く）
　 ９時～12時、13時
～17時

多重債務でお悩みの方に
●内職商法の手口と被害
　長引く不況を反映して、「家計を助けたい」、「空いた時間を
利用して収入を増やしたい」という主婦や若者の心理につけこ
んだ「内職商法」の被害が広がっています。
　内職商法とは、広告や電話で「自宅でカンタン、高収入」、「自
由な時間を使って副収入」など、誰でも手軽に収入が得られる
ように思わせ、実際には高価な商品や教材を購入させる商法を
いいます。最近では、自宅でのホームページ作成やデータ入力
などパソコンを使う「パソコン内職」といわれるものも登場し
ています。
　仕事のために機器を購入したり、資格をとるために教材が必
要であったり、たとえ資格を取得しても仕事を斡旋してもらえ
なかったりと、収入につながらないトラブルが発生しています。
●内職商法の被害にあわないために
☆ 簡単に高収入が得られる仕事はありません。強引な勧誘をす
る業者や契約・支払いを急がせる業者には注意しましょう。
☆ 仕事を始めるにあたって、何らかの代金を支払うことや商品
を購入することが条件である契約には十分注意しましょう。
☆ 契約する場合には、「仕事の具体的な内容」「報酬」「仕事量
等の条件」を確認するとともに、それらが明記された書面に
必ず目を通し、慎重に判断しましょう。
●契約してしまったら
☆ 法定書面を受け取ってから、20日以内であればクーリング・
オフできます。
☆ クーリング・オフ期間を過ぎていても、契約に問題があれば
契約を取り消すことができる場合もあります。
☆ 契約に関して心配なこと、不安なことがありましたら、下記
の相談窓口までご相談ください。

【消費生活に関する相談窓口】
　松野町産業振興課消費者行政係　☎0895－42－1116
　愛媛県消費生活センター　　　　☎089－925－3700
　　　　　　　　　　　　　　　FAX089－946－5539
　　　　　　　　　e-mail: seikatu-center@pref.ehime.jp
《愛媛県消費生活センターからのお知らせ》
平成21年７月１日より相談受付時間を19：00まで延長しました。
　相談時間：月曜日～金曜日（祝日除く）９：00～19：00
◆ 相談は電話・面談で受け付けています。消費生活に関する
ことで困ったことや心配なことがございましたら、お気軽
にご相談ください。 

内職商法にご用心！！

人
権の広場

 

旧国道11号線

四国新聞社

四国管区
警察局

栗林公園

バス停
（中野町）

中
央
通
り

高
徳
線

　栗
林
公
園
北
口

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
で
す

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。

　
長
い
夏
休
み
の
期
間
中
に
は
、

非
行
や
家
出
に
は
し
る
子
ど
も
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
的
に

少
年
非
行
の
低
年
齢
化
と
凶
悪
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
非
行
の
ピ
ー

ク
は
15
〜
16
歳
が
最
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
に
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

　｢

ふ
れ
あ
い
と
　
対
話
が
築
く
明

る
い
社
会｣

を
目
指
し
私
達
に
で
き

る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。
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　［
行
政
相
談
］

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　［
心
配
ご
と
相
談
］

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
１
日

を
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日
」（
１

日
が
土
日
の
場
合
は
、
月
曜
日
）
と

し
、
こ
こ
ろ
の
不
調
に
関
す
る
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
社
会
で

は
、
こ
こ
ろ
の
病
気
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
ろ
の
病
気
は
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

　
自
分
自
身
の
か
ら
だ
の
不
調
や
、

家
族
や
周
り
の
人
が
「
い
つ
も
と
違

う
な
」
と
い
う
変
化
に
気
付
き
、
少

し
で
も
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相

談
日
」
を
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日
」
開
設

　［
お
盆
の
ゴ
ミ
収
集
業
務
］

◆
と
　
き
　
８
月
10
日
㈪

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　 
松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
婦
人
室
　
　

◆
内
　
容
　 
行
政
に
関
す
る
苦
情

や
要
望

◆
相
談
員
　 

有
馬
　
節
男
（
行
政

相
談
員
）

◆
相
談
料
　
無
料

◆
と
　
き
　
８
月
10
日
㈪

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　 

松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
老
人
室
　
　

◆
内
　
容
　
心
配
ご
と
・
法
律
相
談

◆
相
談
員
　
民
生
児
童
相
談
員

◆
相
談
料
　
無
料

　
８
月
15
日
㈯
は
、
鬼
北
環
境
セ

ン
タ
ー
の
業
務
停
止
に
伴
い
ゴ
ミ

の
収
集
を
休
業
い
た
し
ま
す
。
　

　
次
の
収
集
日
ま
で
各
家
庭
で
適

切
に
処
理･

保
管
を
お
願
い
し
ま

す
。
収
集
日
以
外
に
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　愛媛県（知事）は、県内の浄化槽の設置状況等を確認
するため、その業務を（社）愛媛県浄化槽管理センター
に委託して実施することになっております。
　この調査は下記の内容について、調査員証を持った調
査員が戸別に訪問し、調査することになりますので、皆
様のご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。
１ 調査機関（問い合せ先）
　社団法人 愛媛県浄化槽管理センター
　〒790－0063　松山市辻町2－31　☎089－925－2661
２調査内容
　浄化槽の有無、保守点検、清掃の実施状況等
３調査期間
　平成21年９月～平成22年２月
４調査員証
　調査員はこの証明書を携行しております。

浄化槽実態調査事業調査員証　　

社団法人 愛媛県浄化槽管理センター

調査員　氏名　○○　○○

平成21年○月○日　　発行　

平成22年○月○日まで有効　

　
８
月
は
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
で
す

　
夏
季
は
、
皮
膚
の
露
出
部
分

が
多
く
な
り
、
発
汗
に
よ
り
皮

膚
が
ぬ
れ
て
電
気
が
通
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
疲
労
か
ら
注
意
力
が

散
漫
に
な
り
が
ち
で
、
感
電
な

ど
の
電
気
事
故
は
、
夏
季
（
７

〜
９
月
）
に
集
中
し
て
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
８
月
を
「
電
気

使
用
安
全
月
間
」
と
定
め
、
経

済
産
業
省
主
唱
の
も
と
、
電
気

使
用
安
全
の
周
知
・
啓
発
の
た

め
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
電
気

使
用
安
全
講
習
会
の
開
催
、
電

気
設
備
の
点
検
や
不
良
設
備
の

改
修
促
進
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
連
絡
先
】

　
㈶
四
国
電
気
保
安
協
会

　
南
予
事
業
部
宇
和
島
事
業
所

　
☎
25
・
５
８
１
７

引揚者の皆様へ
～終戦当時の引揚者に対しての通貨・証券の返還について～

　税関では終戦当時の引揚者からお預かりした通貨（紙幣）や
証券などを返還しておりますので心当たりの方はお問い合わせ
ください。
◎ 海外から引き揚げてこられた方が、上陸地の税関または海運
局などにお預けになった通貨や証券など

◎ 海外の引き揚げ終結地の総領事館でお預けになった通貨や証
券など

※ ご本人の他、ご家族からの問い合わせも受け付けております。
【問合先】（平日８：30～ 17：15）
①松山税関支署☎089－951－0301
②松山税関支署宇和島出張所☎0895－22－1254

浄化槽に関する実態調査にご協力下さい

神戸税関からのお知らせ

旧
日
本
銀
行
券

通
帳
・
小
切
手

 

退職金は中退共で
中退共制度は中小企業で働く従業員のための外部積立型の国の退職金制度です

中退共 検 索

●くわしくはホームページをご覧ください

独立行政法人勤労者退職金共済機構

中小企業退職金共済事業本部

略称：中
ちゅう

退
たい

共
きょう

http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp/

〒105－8077　東京都港区芝公園１－７－６
ＴＥＬ：03－3436－0151（代表）　
ＦＡＸ：03－3436－0400

国の掛金助成があります

★ 新規加入の事業主に対し
て、４か月目から１年間、
従業員ごとに掛金の50％
を（上限は5,000円）国
がサポート
★ 掛金増額助成もあります

有利な特典

★ 事務手数料、管理費等は
一切不要です
★ 掛金は全額非課税です
★ 退職金の積立不足が発生
しないため、追加拠出は
不要です。

簡　単　管　理

★掛金は、簡単な口座振替
★従業員ごとの納付状況や
退職金額は毎年事業主にお
知らせいたします
★社外積立型なので、企業に
運用のリスクはありません。

適格退職年金制度からの
移行先です

★ 16,000社を超える適年解
約事業所が中退共に移行
しています
★ 適格退職年金契約におけ
る従業員持分額の全額を
引渡金額とすることがで
きます
★ 移行の際事務手数料はい
ただきません
★ 移行時に積立不足解消の
必要はありません

支えあって５０年
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自
衛
官
募
集

一
般
曹
候
補
生
（
非
任
期
制
自
衛
官
）

【
受
験
資
格
】 

18
歳
（
高
卒
見
込
含
）

以
上

　
　
　
　
　
　

26
歳
ま
で
の
方

【
受
付
期
間
】
８
月
１
日
〜
９
月
11
日

【
第
１
次
試
験
日
】
９
月
19
日
㈯
午
前

【
第
１
次
試
験
地
】
宇
和
島
市
役
所

看
護
学
生
（
自
衛
隊
病
院
看
護
師
）

【
受
験
資
格
】
18
歳
（
高
卒
見
込
含
）

　
　
　
　
　
　

以
上

　
　
　
　
　
　

23
歳
ま
で
の
方

【
受
付
期
間
】
９
月
７
日
〜
10
月
２
日

【
第
１
次
試
験
日
】
10
月
24
日
㈯

【
第
１
次
試
験
地
】
陸
上
自
衛
隊
松
山

　
　
　
　
　
　

駐
屯
地

︻
連
絡
先
︼

　
〒
７
９
８
―
３
３
９
２

　
宇
和
島
市
錦
町
10
―
１

　
自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

   

☎ 

23
・
５
４
３
１

・期間：平成21年７月１日㈬～９月30日㈬
　愛媛が好きだから「夏ボラ」します

　キャンペーン期間中は、さまざまなボランティアが
募集されています。
　松野町企画課で配布しているボランティアイベント
ブック（ボランティアの募集情報を掲載した冊子）を
ご覧いただき、自分に合ったボランティアを見つけた
ら、そのボランティア活動に参加してみませんか？
　自分の意志で、無理せず、楽しく、できることから
始めてみましょう。
　なお、ボランティアイベントブックの情報は、愛媛
ボランティアネット（http://nv.pref.ehime.jp/）にも掲
載しています。
問合せ先
　①松野町企画課（ボランティア相談窓口）
　　　☎42－1112・1085
　②愛媛県県民活動推進課　☎089－912－2305

ＮＰＯ法人被害者こころの支援センターえひめ
　犯罪の被害に遭って数々の困難に直面する被害者が、
平穏な元の生活に戻れるように、電話相談や直接支援
など、被害者のニーズに応じた支援活動をするボラン
ティアを次の通り募集します。

応募資格
　⑴ 20歳以上の方で、犯罪被害者支援ボランティア活
動を希望される方（電話相談、イベント会場等で
の広報啓発活動、被害者やその家族の直接支援等）

　⑵ 月２～３回、１日３～４時間の支援活動ができ、
養成講座を受講できる方

　※養成講座※
　〈期　　間〉８月７日㈮～11月５日㈭の間　８回程度
　〈時　　間〉19：00～21：00
　〈場　　所〉松山市総合福祉センター（松山市若草町８
　　　　　　　－２）など
　〈講習内容〉犯罪被害者支援・電話相談の実務等
　〈費　　用〉3,000円（正会員登録費用など）
募集人員　10名程度
募集期間　平成21年７月31日〆切り
応募方法　 希望される方は、次の「応募先及び問合
　　　　　　 せ先」に電話又は郵便葉書で、住所・氏名・

電話番号をご連絡ください。必要書類を
お送りいたします。

応募先及び問合せ先
　ＮＰＯ法人　被害者こころの支援センターえひめ
　　☎089－905－0170（木、土10：00 ～ 16：00）
　　FAX089－905－0170
　　〒790－8691　松山中央郵便局私書箱176号

宇和島海上保安部　作品募集

今年も、ボランティアの季節がやってきました！！
　気軽に！楽しく！！参加してみませんか？

サマーボランティア・キャンペーン２００９

犯罪被害者支援ボランティア募集

　小中学生のみなさん、夏の思い出づくりに海の絵・
燈台の絵を描いてみませんか。

第10回未来に残そう青い海図画コンクール
募　集　要　項

テ ー マ　「未来に残そう青い海｣　
応募資格　小中学生
募集締め切り　平成21年９月11日㈮必着
規定など　四つ切（380mm×540mm）サイズ
　 用紙や画材は自由（立体作品は応募できません）
標語などの文字は入れない。
　※ 裏面に氏名（ふりがな）・年齢･住所・電話番号・
学校名･学年を書いてください。

応 募・問合せ先　宇和島海上保安部（〒798－0003
宇和島市住吉町３－１－３）警備救護課
　☎22－1256

燈台絵画コンテスト２００９
募　集　要　項

テ ー マ　｢灯台のある風景｣　
応募資格　小中学生
募集締め切り　平成21年９月11日㈮必着
規 定など　Ａ３･Ｂ３・四つ切・八つ切りサイズの
画用紙
　 画材は、絵の具、クレヨン、パステル等消えにく
い材料
　※ 裏面に氏名（ふりがな）・年齢･住所・電話番号・

学校名・学年を書いてください
送 付 先　〒105－0001
　東京都港区虎ノ門１－３－６彩翠ビル
　社団法人　燈光会　　　
問合せ先　宇和島海上保安部交通課　☎22－1933

平成21年度
危険物取扱者試験（後期）と準備講習会
試   験

試 験 日　平成21年10月25日㈰　10時～
会　　場　 県立吉田高等学校・県立八幡浜工業高等

学校 他 
願書受付　 ８月24日㈪～９月３日㈭まで 必着
試験種類　 甲・乙・丙種の全種類（吉田会場は乙種

第４類と丙種の２種類）
受 験 料　甲種＝5,000円  
　　　　　乙種＝3,400円  
　　　　　丙種＝2,700円 
受験願書　消防本部・各分署
 
準備講習会 
日   　時　９月25日㈮～９月26日㈯の２日間 
　※ いずれも９時から午後４時まで 
会　　場　 宇和島地区広域事務組合消防本部 ４階

大会議室 
受 講 料　会 員＝6,300円 非会員＝8,800円 
テキスト代　法　令 1,400円 
　　　　　　実　務 1,400円
　　　　　　問題集 1,400円（乙種４類の場合） 
そ の 他　 詳細については、下記事務局までお問い

合わせください。
【問合せ先】 宇和島地区広域事務組合消防本部予防
　　　　　課内 宇和島地区危険物安全協会事務局
　　　　　☎22－7501 
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町　の　人　口

◇世帯数 1,948世帯（－３世帯）
◇総人口 4,567人　（－５人）　

男2,167人　　女2,400人
（６月中の異動）

 出生    １人 　死亡   　７人
 転入    ８人 　転出   　７人
平成21年６月30日現在
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行　事　予　定

７／26㈰　消防夏季訓練会
　　　　　（AM８：30～）
　【場所】松丸スポーツ広場
　　　　（雨天　森の国ドーム）

８／13㈭　森の国の夏まつり
　【場所】虹の森公園周辺
　【内容】○ガーデンパーティー
　　　　（17：00～21：10）
　　　　○ 盆踊り大会
　　　　（18：00～19：30）
　　　　○ 花火大会
　　　　（第１部19：35～第２部20：55～）
※ 雨天等中止の場合は、８月15日㈯に延期
８／14㈮　吉野生地区盆踊り大会
（ 19：00～／会場：吉野生多目的広場）
　　　　　目黒地区盆踊り大会
（ 19：30～／会場：目黒基幹集落センター）
８／15㈯　豊岡前地区夏祭り　
（ 18：30～／会場：豊岡前集会所）
８／23㈰　分館対抗スポーツフェスティバル
（ ８：30～／会場：松丸スポーツ広場他）

国民年金の給付について
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「国の教育ローン」（日本政策金融公庫　国民生活事業）
　高校、大学等に入学時・在学中にかかる費用を対象とした公的な融資制度です。
ご融資額　学生・生徒１人あたり200万円以内
　平成21年８月３日以降は学生・生徒お１人につき300万円以内に引き上げ
利率　年2.5%（平成21年５月11日現在）
ご返済期間　 10年以内（交通遺児家庭または母子家庭の方については11年以内）
　平成21年８月３日以降は15年以内（交通遺児家庭または母子家庭の方については
18年以内）に延長
お使いみち　入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金・家賃など
ご返済方法　毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能）
保証　㈶教育資金融資保証基金（連帯保証人による保証も可能）
ご利用いただける方など、詳しくは「国の教育ローン」コールセンター☎0570－
008656（ナビダイヤル）または☎03－5321－8656までお問い合わせください。
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老齢基礎年金　平成21年度年金額　792,100円（満額）
　65歳から一生涯老齢基礎年金が支給されます。（終身保障）
○ 20歳から60歳になるまでの40年間（480月）の全期間保険料を納めた方は、65
歳から満額の老齢基礎年金が支給されます。
○ 保険料を全額免除された期間の年金額は1/3となりますが、保険料の未納期間は
年金の対象期間になりません。
○ 会社員や公務員（厚生年金や共済組合に加入）だった方には、老齢厚生年金や
退職共済年金が上乗せされて支給されます。
※ 老齢基礎年金を受けるためには、保険料を納めた期間と保険料を免除された期
間が最低25年間（300月）あることが必要です。老齢基礎年金の計算式は次の
とおりです。
　792,100円×〔保険料納付月数〕÷〔加入可能年数×12〕
　　ただし保険料を免除された期間の年金額は、
　全額免除→1/3、3/4免除→1/2、半額免除→2/3、1/4免除→5/6となります。

障害基礎年金　平成21年度年金額 （１級）990,100円　　（２級）792,100円
　病気やけがで障害を負われて、初診日から１年６ヶ月を経過した日（症状が固
定し治療の効果が期待できない状況に至った日を含む。）において、国民年金法に
規定する障害等級（１級・２級）に該当する程度（日常生活に著しい制限を受け
る程度）の障害にあるときには、障害基礎年金が障害の状態にある間支給されます。
　また初診日から１年６ヶ月を経過した日に該当する程度の障害になかったもの
が、同日後65歳に達する日の前日までの間において、障害等級に該当する程度の
障害に至ったときは、その期間内に請求することができます。

遺族基礎年金　平成21年度年金額　1,020,000円（妻）
　　　　　　　　　　　　 （基本額792,100円＋子１人の加算額227,900円）
　国民年金の加入者が亡くなったとき、その方によって生計を維持されていた「子
のある妻」又は「子」に支給されます。
※ 子は18歳到達年度の末日まで、障害がある場合は20歳まで支給されます。
※妻に支給される場合は、子の人数によって加算があります。
★ 障害基礎年金や遺族基礎年金を受けるためには、初診日又は死亡された日の属
する月の前々月までの公的年金加入期間について、３分の２以上保険料が納付
又は免除されていること、もしくは直近の１年間に保険料の未納がないことが
必要です。


